平成１６年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築構造 〕

【ＮＯ．１】

　構造力学に関する用語とその単位との組合せとして、誤っているものは、次のうちどれか。
　１　ヤング係数　　　　　…　N/mm2

　２　せん断応力度　　　　…　N/mm2

　３　断面一次モーメント　…　N・mm2

　４　断面係数　　　　　　…　mm3

　５　剛　度　　　　　　　…　mm3

【ＮＯ．２】
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　図のような断面のX軸及びY軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ Ｉx、Ｉy としたとき、それらの比 Ｉx：Ｉy として、正しいものは、次のうちどれか。
　　　Ｉx　：　Ｉy
　１　　1　：　 2
　２　　1　：　 4

　３　　1　：　 8

　４　　4　：　 9

　５　　4　：　13

【ＮＯ．３】

　図のような長方形断面を有する木造のはりのX軸についての許容曲げモーメントとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、はり材の許容曲げ応力度は、18N/mm2とする。

　１　　　432N・m
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　２　　　864N・m

　３　　7,200N・m

　４　　8,640N・m

　５　 l4,400N・m

【ＮＯ．４】

　図-1のような単純ばりを図-2のように、等分布荷重ｗ(kN/m)を変えずに、スパンＬ(m)を2倍にした場合に生じる変化に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。ただし、はりは、自重を無視するものとし、材質及び断面は変わらないものとする。

　１　最大せん断力は、変わらない。
　２　A点の鉛直反力が2倍になる。
　３　最大曲げモーメントが4倍になる。
　４　A点のたわみ角が8倍になる。
　５　B点のたわみが16倍になる。
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【ＮＯ．５】

　図のような荷重を受ける静定ラーメンにおいて、Ａ点に生じるせん断力Ｑaの絶対値と曲げモーメントＭaの絶対値との組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。
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　　　Ｑaの絶対値　　Ｍaの絶対値
　１　　　8kN　　　　　32kN・m

　２　　　8kN　　　　　16kN・m

　３　　　8kN　　　　　 8kN・m

　４　　　4kN　　　　　32kN・m

　５　　　4kN　　　　　16kN・m

【ＮＯ．６】

　図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材Ａ、Ｂ、Ｃに生じる軸方向力の組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、圧縮力を「－」とする。
　　　　　Ａ　　　　Ｂ　　　　　Ｃ
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　１　　 －P　　＋0.5√2P　　＋1.5P
　２　　 －P　　＋0.5√2P　　＋　2P
　３　　 －P　　＋　 √2P　　＋　2P
　４　　－2P　　＋0.5√2P　　＋1.5P
　５　　－2P　　＋　 √2P　　＋　2P
【ＮＯ．７】

　長柱の弾性座屈荷重に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　弾性座屈荷重は、柱の両端の支持条件がピンの場合より固定の場合のほうが大きい。
　２　弾性座屈荷重は、材料のヤング係数に比例する。
　３　弾性座屈荷重は、材料の曲げ剛性に比例する。
　４　弾性座屈荷重は、柱の断面二次モーメントに反比例する。
　５　弾性座屈荷重は、柱の座屈長さの2乗に反比例する。
【ＮＯ．８】

　耐震性の検討に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物の地下部分の各部分の水平震度は、一般に、地盤面からの深さにかかわらず一定である。
　２　地震地域係数Ｚは、各地方の区分に応じて1.0から0.7までの範囲内において定められている。
　３　建築物の構造計算に当たっては、一般に、地震力と風圧力とは同時に作用しないものとして

　　　計算する。
　４　多雪区域における設計用地震力の計算に当たっては、積雪荷重を考慮する。
　５　建築物の各階に作用する地震層せん断力係数ＣIは、一般に、上階になるほど大きくなる。
【ＮＯ．９】

　構造計算における荷重及び外力に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　一つの部屋の「床の構造計算をする場合の積載荷重」と「地震力を計算する場合の積載荷重」

　　　は、一般に、同じ値を用いる。
　２　積雪の単位荷重は、多雪区域の指定のない区域においては、積雪量lcmごとに1m2につき20N
　　　以上とする。
　３　屋根の積雪荷重は、屋根に雪止めがある場合を除き、その勾配が60度を超える場合においては、

　　　零とすることができる。
　４　風圧力の計算は、原則として、金網その他の網状の構造物についても行う必要がある。
　５　風圧力を計算する場合の速度圧は、その地方において定められた風速の2乗に比例する。
【ＮＯ．１０】

　地盤及び基礎構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　同一建築物の基礎には、一般に、支持杭と摩擦杭など異なった杭の混用は避けることが望ま

　　　しい。
　２　建築物の荷重の載荷とほぼ同時に、直接基礎が短時間に沈下する現象を圧密沈下という。
　３　土の粒径の大小関係は、砂＞シルト＞粘土である。
　４　地下外壁に地下水が接する場合、地下水位が高いほど、地下外壁に作用する圧力は大きくなる。
　５　場所打ちコンクリート杭は、あらかじめ地盤中に削孔された孔内に、鉄筋かごを挿入したのち、

　　　コンクリートを打設することによって、現場において造成する杭である。
【ＮＯ．１１】

　木造建築物の構造計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　地震力に対して必要な単位床面積当たりの耐力壁の有効長さは、一般に、屋根葺材の種類に

　　　よって異なる。
　２　大壁造の面材耐力壁の倍率は、その材料及び釘の種類・間隔に応じて定められている。
　３　けた行方向に細長い建築物の場合、一般に、風圧力に対して必要な耐力壁の有効長さは、はり

　　　間方向よりけた行方向のほうが長い。
　４　構造用合板による真壁造の面材耐力壁の倍率は、貫タイプより受材タイプのほうが大きい。
　５　筋かいと間柱が交差する部分では、間柱のほうを欠き込む。
【ＮＯ．１２】

　木質構造の釘接合、ボルト接合及び木ねじ接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　釘の木材に対する許容引抜耐力は、木材の気乾比重、釘径及び打ち込まれた長さに応じて

　　　算出する。
　２　釘接合部の許容せん断耐力は、一般に、側材として木材を用いる場合より鋼板を用いる場合の

　　　ほうが大きい。
　３　同一接合部にボルトと釘を併用する場合の許容耐力は、一般に、ボルトの許容耐力と釘の許容

　　　耐力の合計とすることはできない。
　４　釘の木材に対する許容せん断耐力は、一般に、釘径が同じ場合、樹種にかかわらず釘の長さに

　　　応じて算出する。
　５　構造耐力上主要な部分において、木口面にねじ込まれた木ねじを、引抜方向に抵抗させること

　　　はできるだけ避ける。
【ＮＯ．１３】

　木造建築物における部位と部材との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　押　入　…　中棚かまち
　２　小　屋　…　組側げた
　３　天　井　…　野縁
　４　床の間　…　落し掛け
　５　　壁　　…　胴縁
【ＮＯ．１４】

　壁式鉄筋コンクリート造の住宅に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　プレキャスト鉄筋コンクリートで造られた耐力壁相互の鉛直方向の接合部をウェットジョイン

　　　トとした。
　２　軒の高さを、9mとした。
　３　耐力壁を、平面上及び立体上つり合いよく配置した。
　４　壁ばりのせいを、45cmとした。
　５　地上2階建の場合に、耐力壁の厚さを、10cmとした。
【ＮＯ．１５】

　鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　柱の帯筋比を、0.2%とした。
　２　耐震壁の壁板のせん断補強筋比を、直交する各方向に関し、それぞれ0.2%とした。
　３　はりのあばら筋比を、0.2%とした。
　４　床スラブ各方向の全幅について、コンクリート全断面積に対する鉄筋全断面積の割合を、

　　　0.2%とした。
　５　柱のコンクリート全断面積に対する主筋全断面積の割合を0.8%とした。
【ＮＯ．１６】

　図のような鉄筋コンクリート構造の大ばり主筋を定着させる場合の配筋方法として、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　　１　(上端筋を柱内に定着する場合) 　　　　　　　　　　３　(下端筋を柱内に定着する場合)
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　　　　　　　　　　　　　　　　２　(下端筋を柱内に定着する場合)
　　４　(上端筋を通し鉄筋とする場合)　　　５　(上端筋を直線定着する場合)
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【ＮＯ．１７】

　鉄骨構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　山形鋼を用いた引張筋かいを、ガセットプレートの片側だけに接合する場合、山形鋼の有効

　　　断面から、突出脚の一の断面を減じた断面によって引張応力度を算出してもよい。
　２　許容圧縮応力度は、細長比が大きい部材ほど小さい。
　３　構造用鋼材の短期許容応力度は、長期許容応力度の2倍である。
　４　構造上主要な部材の接合部に高力ボルト接合を用いる場合、原則として、高力ボルトは2本

　　　以上配置する。
　５　部材がほぼ降伏点に達するまで局部座屈を起こさないようにするため、平板要素の幅厚比が

　　　定められている。
【ＮＯ．１８】

　鉄骨構造の溶接接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　構造計算に用いるすみ肉溶接のサイズは、一般に、薄いほうの母材の厚さを超える値とする。
　２　応力を伝達すべき溶接継目の形式は、一般に、「完全溶込み溶接」、「すみ肉溶接」及び

　　　「部分溶込み溶接」である。
　３　構造計算に用いる完全溶込み溶接の溶接部の有効面積は、(溶接の有効長さ〉×(有効のど厚)
　　　により算出する。
　４　完全溶込み溶接は、全長にわたり断続しないように溶接する。
　５　一つの継手に、「完全溶込み溶接」と「すみ肉溶接」を併用するときは、各溶接継目の許容

　　　耐力に応じて、それぞれの応力の分担を決定することができる。
【ＮＯ．１９】

　建築物の構造計算に関する次の用語のうち、耐震設計に最も関係の少ないものはどれか。
　１　偏心率

　２　層間変形角、、
　３　外圧係数

　４　固定荷重
　５　固有周期
【ＮＯ．２０】

　木材及び木質系材料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　木材の繊維方向の許容応力度は、せん断より引張りのほうが大きい。
　２　心材は、辺材よりもシロアリの食害を受けにくい。
　３　木材を通常の大気中に放置して、乾燥した状態のときの含水率を、気乾含水率という。
　４　乾燥にともなう木材の収縮率は、繊維方向より接線方向のほうが大きい。
　５　インシュレーションボードは、木材の小片(チップ)に接着剤を加えて、加熱圧縮成形した

　　　ボードである。
【ＮＯ．２１】

　コンクリートに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの圧縮強度は、水セメント比が大きいものほど小さい。
　２　コンクリートの中性化の進行は、一般に、水セメント比が小さいものほど遅い。
　３　コンクリートの引張強度は、圧縮強度の１／１０程度である。
　４　コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度や耐久設計基準強度に比べて、大きい。
　５　コンクリートのヤング係数は、圧縮強度に関係しない。
【ＮＯ．２２】

　鉄筋コンクリート造の建築物に発生したコンクリートの「ひび割れの事例」と「主な原因」との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。

ひび割れの事例
主な原因

１
コンクリートを打設した数時間後、はりやスラブの上面各所に、鉄筋に沿って直線状に発生
ブリーデイング

２
コンクリートを打設した1週間後、大断面の地中ばりの側面に数メートル間隔で鉛直に発生
セメントの水和熱

３
竣工後2年を経過した建築物の室内の耐震壁に、斜め45度方向に著しく発生し、徐々に進行
基礎の不同沈下

４
海岸近くの展望台の床スラブの下面に、竣工後5年を経過したころから、下端鉄筋に沿って発生
乾燥収縮

５
竣工後3年を経過した建築物において、屋外の耐震壁に亀甲状に発生し、周囲の柱・はりに材軸方向に発生
アルカリ骨材反応

【ＮＯ．２３】

　鋼材に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　引張荷重を受けて伸びた鋼材が、荷重を除くと元の形に戻る性質を、弾性という。
　２　鋼材の比重は、アルミニウム材の約3倍である。
　３　一般の鋼材の引張強さは、温度が450～500℃で最大となり、それ以上の温度になると急激に

　　　低下する。
　４　鋼材の炭素含有量が多いと、一般に、硬質で引張強さが大きくなる。
　５　JISにおいて、「建築構造用圧延鋼材SN400」と「一般構造用圧延鋼材SS400」のそれぞれの

　　　引張強さの範囲は、同じである。
【ＮＯ．２４】

　ガラスに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　熱線吸収板ガラスは、可視光線や太陽放射熱を吸収する目的で用いられる。
　２　フロート板ガラスは、表面の平滑度が高く採光性、透視性に優れている。
　３　SSG(ストラクチュラル・シーラント・グレイジング)構法は、構造シーラントを用いて、板

　　　ガラスを支持部材に接着固定する構法である。
　４　合わせガラスは、複数枚の板ガラスを、専用スペーサーを用いて一定間隔に保ち、中空部に

　　　乾燥空気を封入したもので、断熱性が高く、ガラス表面の結露防止に有効である。
　５　強化ガラスは、衝撃強度や曲げ強度を高くしたもので、割れても破片は鋭角状にならない

　　　ガラスである。
【ＮＯ．２５】

　建築材料とその主な用途との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　モザイクタイル　　　　　　…　仕上材
　２　フローリングブロック　　　…　仕上材
　３　テラゾブロック　　　　　　…　下地材
　４　シージングせっこうボード　…　下地材
　５　ラスシート　　　　　　　　…　下地材
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